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画像の見方　胸部単純X線画像を軸に

画像の見方　頭部症例検討

画像の見方　胸部画像について

画像の見方　大脳深部の画像解剖（２）

画像の見方　胸部CT画像を軸に

画像の見方　脳表の画像解剖（２）

画像の見方　大脳深部の画像解剖（１）

画像の見方　脳の血管画像解剖（１）

画像の見方　脳の血管画像解剖（２）

画像の見方　脳室・脳槽の画像解剖（１）

画像の見方　脳室・脳槽の画像解剖（２）

2022 年度 授業概要　

失語症の診断の基礎知識について

授業回数

事実記述の例、練習

失語のタイプ分類について（ブローカ、ウエルニッケ失語等）

準備物(教材)

評価の基礎的過程、検査の種類と選択

訓練の方法、ゴール設定、基礎訓練と応用訓練について

相談と環境調整、チームアプローチについて

科目名 言語聴覚障害診断学

【授業の目的・ねらい】
言語聴覚障害診断に関連する基礎的概念を習得する。

【授業全体の内容の概要】
言語聴覚障害の基礎となると診断の詳細を学ぶ。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
適切な臨床活動を行うための基礎的能力を養う。

検査報告書の作成

講義内容

評価診断の理念、評価診断の目的、客観性・妥当性・信頼性の説明

【実務者経験】
言語聴覚士として蘇生会総合病院、川南病院に勤務、高次脳機能障害・嚥下障害・構音障害分野でのリハビリ
に
従事経験。

定期筆記試験

試験の結果を100点満点として成績を評価する。
試験は定期試験のみ実施とし、60点以上の場合に科目を認定する。

失語症のタイプ分類実践について③

画像の見方　胸部画像症例検討

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

【使用教科書・教材・参考書】
『標準言語聴覚障害学　失語症学　第3版』
『言語聴覚士テキスト　第3版』
『嚥下障害ポケットマニュアル　第4版』

【準備学習・時間外学習】

失語症のタイプ分類実践について④、まとめ

各種画像診断法の原理と特徴（１）

各種画像診断法の原理と特徴（２）

画像の見方　脳表の画像解剖（１）

失語症のタイプ分類実践について①

失語症のタイプ分類実践について②

正常値と個人差の理解、仮説の設定・検証、事実の記述

検査方法について（自発話、復唱等）

失語症の専門用語の再確認（喚語障害、錯語、反響言語等）


